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 1研究目的
 泉浴あるいは飲泉時の胃腸運動機能に関する研究はきわめて少なく、レ線学的親祭お・よび胃運
 動面線描写法を用いての胃運動機能に肉する研究,あるいは剔出腸管に対する温泉成分の影響な
 どをみるのみである。著:者は家兎につレ・て,平滑筋々電図法を用し㍉泉浴の大腸沿よび小腸運動
 に痴よほす影響を熱気浴と比較して親祭すると共に温泉水を十二指腸に注入したときの十二帽腸
 の運動を淡水および食塩水注入時と比較して検討した。
互実験方法
 泉浴実験については,家兎25羽を熱気浴群および泉浴群の2群にわけ,それぞれについて大
 腸および小腸筋電図におよぼす影響を観察した。ウレタン麻酔下知、痒叛し,電極を盲腸端よ釦0
 ～20ご〃1肛門側の大喝む,よび回腸末端より30～50αノ1口側の小腸漿膜面に刺入固定し,4コじ,
 5分間の泉1浴お・よび熱気浴を行;なわせ,俗言f∫,浴rlコ,淫}直後,10分後,20分後,50分後と筋
 '改図を導出した。
 飲泉の十二指腸筋電図におよぼす影響については,家兎20羽を用い,電極を幽門より15～20
 01の十二指鵬漿膜面に1畜賦画定,別に胃に小一切開を加えネラトンカテーテルを十二指腸内に挿入
 し,このカテーテルより4GC～41Cの鳴子分院源泉,国立鳴子病院源泉,0.5%食塩水寿よび
 淡水を注入L.,注入前,注入直後,5分後,10分後、20分後詮よびろ口分後の筋電図を導出
 比較した。
姐実験績果
 1)衆俗の大腸むよび小腸筋電図に詮よぼす影響
 火傷筋電図については,熱気浴群のスパイク群持続時間および間隔は,洛中より浴直後にかけ
 て短縮し,10分後にはほぼ浴前値に回復する傾向がみらカ,熱気密により洛:中から浴直後にか
 けて大腸の運動が軽凌に亢進することが考えられた。泉裕群においてはスパイク掛持締薄聞むよ
 び群間隔はともに洛中より延長し,持続暗闘は50分後においても浴前にくらべたむ延長の傾向
 を示した。従って泉洛群においては熱気浴群にくらべ大腸運動の興奮の程農は大であり,また興
 宿性の持続も長いことが考えられた。
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 小腸筋電図においても大腸とほぼ同様の傾向がみられた。すなわち,熱気浴群ではスパイク群
 持続時間沿よび間隔の短縮,京洛群においては持続日寺間むよぴ間隔が延長し,熱気浴群では浴後
 50分で浴前値に復帰するのに対し泉浴群ではなむ延長の態度を示した。
 以上のことから京洛は熱気浴にぐらべ家兎小腸の運動に対し比較的強い影響を一与え,かつその
 作用は熱気浴にぐらぺ長ぐ持続することが推察される。
 2)飲泉の十二指腸筋電図におよぼす影瓠
 淡水の十二指腸注入によってはスパイク群持続時間か僅かに短昂f着するが,間隔にはほとんど変
 化がみられず,ロ.5弱食塩水注入群では持続時間,間隔ともに変化がみられなかった。また国立鳴
 子病院源泉齢よび鳴子分院源泉注入によっては,ともにスパイク群持続畦間かよび間隔はいづ∫h、
 も僅かながら延長の傾向を示したが,その程度は著明でなぐ,温.泉水注入によって十こ指腸運動
 の亢進を来すと推定することは困難である。
 N結 語
 1)泉港都および熱気浴宕伺ぐお・ける大腸筋電図所見と小腸筋電図所見はほぼ類似し,泉浴かよ
 び無気裕はともに腸管の運動機能を亢進させろが,泉浴による興奮は熱気浴による興奮にぐらべ,
 より勇1ぐかつ廿寺糸満も長しqものと、思ゴっナ1、ろ。
 2)淡水登口.5%食塩水,国立鳴子病院源泉齢よび鳴子分院源泉を十二指腸に注入して飲泉に
 よる十二指腸筋電図の変化を検討したが,筋電図上いつれも著明な変化が認められ.なかった。
 以上のことから,少なぐとも泉浴は1筋電図学的にも腸骨の運動機能を亢進させることが確認さ
 酒.たので,その聞,床的応用は大いに検討さるべきであろう。
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 審査結果の要旨
 泉浴や飲泉の胃腸運動機能におエぼす影騨については,今委でにレ線学的観察,胃運動曲線描
 写法による研究,剔出腸管に対する温泉成分の影響などの研究が行われてきたにすぎ兼い。著者
 は家兎で,平滑筋々電図法を用い,泉浴の大腸,小腸運動におよぼす影響を熱気浴と比報甑察する
 とともに,温泉を十二指腸内に注入したときの十二指腸の運動を,淡水,食塩水の注入時と比較
 検討していろ。
 泉浴実験には,家兎25羽を熱気浴群の二群にわけ,それぞれ大陽,小腸筋電図への影響を観
 察した。電極を盲腸端上り{ロ～2巳θノ肛門1跡D大陽と,回腸末端.にり50～5001n口働の小1陽
 の漿膜面に刺入固定し41じ5分間の泉浴,熱気浴を行わ・ぜて,浴前,中,直後,浴後10分・
 20分,50分の筋電図を導出している。飲泉の十二指腸敏電r壇{むよ透す影細述,家兎20匹
 にて,'屯極を幽門より45～20㎝」の十二指腸漿膜面に刺入固定,留のノト切俳、!よリネラトン・カ
 テーテルを十ユ指腸内に挿入し40～飼℃の鳴子分院源泉,国立鳴子病院源泉,0.5%食塩水,
 淡水を注入し,注入前,直後,注後5分,可0分,2C分,50分の筋電図を導出1七酸している。
 実験結果,(1)良俗の大場,ノ」・i喝筋電厨てお・よ霊す影う1學でけ,熱気浴群住,スパイク群持続時間,
 群間隔が洛中から浴直後1て窺締し,1ρ分後に姓,ほy浴前1て回醸し,大鵬趨∫動の一時的軽膨iフ七
 進が考えら∫れ.・ろ。泉浴群1す,スパイク群持彩筆寺1絹,群間隔が浴r指ヱり延長し持続日寺間は50分後
 にても浴前にぐらべて延長傾向を示していろ。小腸衝重F聯⊂むいても同様の傾向がみられ・五二。12)
 飲泉の十二指腸筋電図にむよぼす景孫寧は,淡水,かよびに5%食.海水注入では,スパイク群の持・
 続時間および群間隔に技,殆んど変化が兼い。上述の源泉注入では,持続時間,群間隔共にわず
 かに延長するが,・そ'の程度は著明でたく,温泉水注入によって十二指暢運動が充進ずると睡寇す
 ることは出来なかったとしている。
 以上本論文は泉俗1熱気浴によ鰯易管の運弗機能亢進が起るが,泉浴にする興奮はより強く,持
 続時間も長いことを示したもので,泉浴の臨床応用を意味づける青重な成績といえる。
 したがって本論文は学位を授与するものと1直する。
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